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第 3 章は単調性と閲値関数の回路実現への応用と題し， 2 値関値論理関数の解析において有用







論じ，単調性の性質をより詳しく解明している。 3 値論理関数についても， 2 値論理関数につい
てと同様，ある関数における完全単調性の成立は，一般には，その関数が関値関数であるための
必要条件であり，必要十分条件であるのは最大限 4 変数関数に対してであることを証明している。








この方法は一般には近似的実現を与えるが，計算手順が簡単で， しかも， 2 値を含めた多値論理
一般に統一的に適用できる点で優れている。
第 6 章は 3 値闇値論理関数と特徴パラメータと題し， 3 値論理関数と特徴パラメータとの対応







(1) 与えられた 3 値論理関数が闇値関数であるための必要十分条件を summabi1ity の形で導出
した。
(2) 2 値論理関数において闘値関数の解析に有効であった単調性(比較可能性)なる概念の 3 値
論理への拡張および前項の条件 (summability) との関係を解明した。
(3) 多値論理関数を直交展開し，乙れから 1 次式で表わされる近似式をもとにして，闇値関数の
近似的回路実現方法を提案した。
(4) 3 値論理代数系における特徴パラメータと 3 値論理関数との対応関係を示した。
このように著者はオートマン分野において一つの重要な役割を演じる多値関値論理について研
究し，その業績は通信工学の発展に寄与している。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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